
第３章    施工に関するQ&A

原則『公共建築工事標準仕様書（建築工事編）』などに
従いますが、必ずＥＣＰの強度が確保されているか、
計算により確認する必要があります。また、計算結果に
かかわらず欠き込み加工はお勧めしません。強度上不可
の場合は、この部分に目地を設けることをお勧めしま
す。

【 解 説 】
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ＥＣＰに対する、設備開口の基準と補強基準は
有りますか？
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〈参考文献〉

○『公共建築工事標準仕様書（建築工事編）』（公共建築協会）

○『建設工事監理指針』（公共建築協会）

○『建築工事標準仕様書・同解説   ＪＡＳＳ２７ 乾式外壁工事』（日本建築学会）

（5）計算による安全確認

に加え、孔あけ及び

欠き込みの限度は、

右表の数値以下とす

る。なお、パネルに

は設備機器を直接と

りつけない。

上記の計算結果及び

限度寸法にかかわら

ず、右記の事項も守

らなければならな

い。

（6）

パネルに溝を設けると、溝部において破損のおそれが大きいため溝堀りは禁

止します。

出入口・窓等の開口を設ける場合は、パネルに孔あき及び欠き込みを行わな

いでください。パネル割付けの際に開口がある場合は、開口位置を下図に示

すように、パネル割付けに合わせてください。

開口の周囲には補強材を設け、開口部にかかる風荷重は、補強材によって直

接躯体に伝えてください。

設備開口を設ける場合は、原則パネルに孔あけ及び欠き込みを行わないこと

とします。

やむを得ず、孔あけ及び欠き込みを行う場合は、欠損部分を考慮した強度計

算を行い、安全が確認された大きさを限度とします。

パネルの強度は、次の計算式で孔あけ及び欠き込み後の許容曲げ応力度が

発生曲げ応力度を上回ることを確認してください。

 パネル割付けの良否例

σ:発生曲げ応力度(N／cm²)
σ:パネルの短期許容曲げ応力度(パネル曲げ強度の1／2)(N／cm²)
 C :パネルの欠損部応力集中係数
　    (丸孔は0.7、角孔・欠き込みは0.6)

  ω:単位長さ当たりの荷重(N／cm)
  L :パネルの支持スパン(cm)
  a :支持点から孔あけまでの距離(cm)
  Z :孔あけによる断面欠損部の断面係数(cm3)

b

y

σ＜σ • c
σ＝M/Z、M＝ω・a(L-a)／2より、
σ＝ω・a(L-a)／(2×Z)

b

b
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 孔あけ及び欠き込みの限度

パネルに孔あけ

を設ける場合

短辺

長辺

短辺

150mm以上

300mm以上

300mm以上

300mm以上

パネルに欠き込

みを設ける場合
長辺

パネル幅の1/2以下、
かつ300mm以下

パネル幅の1/2以下、
かつ300mm以下

500mm以下

孔あけ及び欠き込みの大きさ

500mm以下

切断後のパネルの残り部分の幅

150以上

15
0以
上

300以上

30
0以
上

50
0以
下

300以上

30
0以
上

30
0以
上

50
0以
下

30
0以
上

30
0以
上

w
/2
以
下

w/2
以下

150 150
以上 以上

30
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上

30
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上
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0以
下

w/2
以下

150 150
以上 以上

幅方向の持ち出しは行
わない。

左右の留め付け部の高
さを合わせる。

NG OKOK NG

　　　　部分には、孔
あけ・欠き込みを行わ
ない。

L
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梁 梁

他部材

L
/3

L
/3留

付
部
か
ら
半
径

　
　以
内

100
mm

※窓まわりの短尺品は、
　右図（L/3）を適用しない。



第３章    施工に関するQ&A

公共建築物では、『公共建築工事標準仕様書（建築工事
編）』の内容を守る必要がありますが、その解説書であ
る『建築工事監理指針』の内容は、建物毎に設計者が
『特記仕様書』を定める際の参考資料とお考えくださ
い。『ＥＣＰ施工標準仕様書』は『建築工事監理指針』
に準拠しており、不具合発生防止の最善策を指針として
示しています。

【 解 説 】
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『建築工事監理指針』や『ＥＣＰ施工標準仕
様書』に記載の孔あけ及び欠き込みの限度
は、必ず守らなければならないのですか？
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ＥＣＰは、欠き込み等が無いことを前提に許容支持スパン等の強度計算を行って

いることから、欠き込み等を行うとＥＣＰに亀裂等のリスクが発生します。とは

言え、設備開口の無い建物は皆無のため、やむを得ず欠き込み等を行う場合は、

基準を定めて亀裂発生のリスクを軽減する必要があります。

『公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版』に記載の「特記による」

とは、設計図書のうち『標準仕様書』ではなく『特記仕様書』によるとの意味

で、建物毎に監理者または設計者が定めることになっています。『特記仕様書』

を作成する際には、『建築工事監理指針』が参考になりますが、この内容はあく

まで指針であり、絶対的なものではありません。

欠き込み等の限度寸法は、『建築工事共通仕様書（平成９年版）』に初めてＥＣ

Ｐが登場した時から仕様書に記載されており、必ず守る必要がありましたが、平

成25年版以降は仕様書から記載が無くなり、判断を監理者または設計者に委ねら

れています。『建築工事監理指針』の内容は、大地震の調査に基づく経験値であ

り、これを守れば亀裂等が発生しない基準ではなく、亀裂等が発生しにくい基準

であり、数値は絶対的なものではなく参考値です。そのため、パネルに欠き込み

等を行わないことが理想ですが、各建物の事情に合った基準を『特記仕様書』で

定めてください。

『公共建築工事標準仕様書（建築工事編）』と『建築工事監理指針』の内容の推移

※「表」はＱ３－８の「（5）孔あけ及び欠き込みの限度」の表と同じ内容で、

　「図」はこれを図式化したもの。平成28年版から改正されている。

〈参考文献〉

○公共建築工事標準仕様書、建築工事監理指針、ＥＣＰ施工標準仕様書

建築工事共通仕様書

公共建築工事標準仕様書

パネルには、原則とし

て、欠き込み等は行わ

ない。ただし、やむを

得ず欠き込みを行う

場合、パネルの開口の

限度は、特記による。

パネルに欠き込み等を

行う場合、パネルの開口

の限度は、特記による。

パネルに、やむを得ず

欠き込み等を行う場合

は、「表」を限度とする。

パネルに設ける開口部

で、「表（図）」の開口の

限度を超える場合の補

強は、特記による。

設備開口を設ける場合は、パネルに孔あけ

及び欠き込みを行わない。やむを得ず、孔

あけ及び欠き込みを行う場合は、欠損部分

を考慮した強度計算を行い、安全が確認さ

れた大きさを限度とする。（計算式が追記

された。Ｑ３－８（4）参照）

ただし、計算結果にかかわらず、孔あけ及び

欠き込みの限度は「表」の数値以下とする。

パネルの欠き込み、開口等は「図」を限度と

するが、パネル割付けの際に欠き込み等が

最小限度となるように開口位置をパネル

割付けに合わせるようにする。

パネルに欠込み、孔あけ等は「図」を限度と

するが、割付けの際に欠込みが必要最小限

になるように、開口位置をパネル割付けに

合わせることとする。

建築工事監理指針

平成 9 年版

平成 13 年版

平成 16 年版

平成 19 年版

平成 22 年版

平成 25 年版

平成 28 年版

同上。

ただし、「表」が一部改正され、その他の注

意事項の「図」が増えた。
パネルに欠き込みを設ける場合の大きさ

パネル幅の１／２以下

かつ 300mm以下  【新】

（パネル幅－300mm）以下

かつ 300mm以下       【旧】
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一般的なパネルとは、幅600mm、長さ3000～ 4000mmを
示していますが、全ての幅のパネルに対して適用します。
平成28年版では表の一部を改正し、分かりやすくしてい
ます。

【 解 説 】
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『建築工事監理指針』平成 25年版には、限度寸法
の表に「（注）孔あけ及び欠き込みの限度は、一般
的な寸法のパネルに適用する。」の注釈があり、
平成 28年版では消えていますが、限度寸法の表
はいくらの寸法のパネルに基づいていますか。

やむを得ずパネルに欠き込みを設ける場合の、短辺の孔あけ及び欠き込みの大き

さの記載が、平成28年版から改正されています。これまでも、欠き込み等の大き

さと残り寸法の制限から、パネル幅にかかわらず限度寸法が適用可能でしたが、

この改正により分かりやすくなり、結果として注釈が消えています。

代表的な幅のパネルをこの表に当てはめると、次表のとおりです。短辺方向で

は、600mm幅以上は幅に係らず欠き込み等の限度寸法が300mm以下となり、それ

未満は幅に応じて数字が下がり、300mm幅は欠き込みができません。長辺方向で

は、丸孔の場合は短辺に準じ、角孔等は500mm以下になります。

なお、Ｑ３－18に記載のとおり、『建築工事監理指針』等に記載の内容は、これ

までの経験から亀裂等が発生しにくい基準を示すものであり、数値は絶対的なも

のではありませんので、各建物の事情に合わせて不具合のリスクを減らす数値を

設定してください。

〈参考文献〉

○建築工事監理指針、ＥＣＰ施工標準仕様書
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代表的なパネル幅（mm）

300 450 500 600 以上

辺
短

丸　孔
角　孔
欠込み

パネル幅
1/2 以下

300/2
=150 以下

450/2
=225 以下

500/2
=250 以下

600/2
=300 以下

300mm以下 300 以下 300 以下 300 以下 300 以下

残りの幅
150mm以上

300‒（150*2）
=0 以下

450‒（150*2）
=150 以下

500‒（150*2）
=200 以下

600‒（150*2）
=300 以下

結　果 開口不可
幅 150 以下 幅 200 以下 幅 300 以下

複数不可 複数の場合は 150 以上離す。

辺
長

丸　孔 － 開口不可 短辺（幅）の結果による。

角　孔
欠込み

500mm以下

開口不可
パネル長さは 600mm超。
複数あけることは不可。残り長さ

300mm以上

参考図

パネル幅の 1/2 以下かつ 300mm以下

500mm以下

500mm以下

【平成 25 年版】
( パネル幅－300mm) 以下かつ 300mm以下
【平成 28 年版】
パネル幅の 1/2 以下かつ 300mm以下

150mm以上

300mm以上

300mm以上

300mm以上

短辺

長辺

短辺

長辺

孔あけを
設ける場合

欠き込みを
設ける場合

孔あけ及び欠き込みの大きさ
切断後のパネルの
残り部分の幅

開口を示す


